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勝ち切れない大坂なおみ 

 

 全米オープンテニスで、大坂は 2 回戦で姿を消した。全仏オープン 2 回戦の対シ

オンテック戦で見せた強さは、どこへ消えたのだろうか。大坂の敗因は何だろう

か。 

 

サーヴ力が向上している女子選手 

 1 回戦の対オスタペンコ戦は完ぺきだった。世界ランク 10 位を相手にほぼ完勝だ

った。大坂が勝つパターンは第一サーヴが入り、サーヴポイントを稼ぐことができ

る場合だ。この試合で、ファーストサーヴの確率は 60％で、ファーストサーヴが入

った時のポイント確率は 80％だった。この確率で勝負できれば、優位に試合を進め
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ることができる。セカンドサーヴによるポイント取得も 75％だから、サーヴ力で相

手を圧倒する勝ちパターンである。 

 ストローク戦でも簡単なミスが少なく、アンフォーストエラーはオスタペンコの

21 本にたいし、わずか 5 本だった。オスタペンコにはパワフルなストロークがあ

り、ストローク戦になるとポイントを取るのが難しいが、大坂のパワーが上回り、

オスタペンコのミスを誘った。 

 やや意外だったのは、オスタペンコのサーヴ力である。彼女は体力がありパワフ

ルなストロークが武器だが、ストロークに比べてサーヴ力が弱く、長い間、ダブル

フォールトを重ねるイップスにかかっていた。ところが、ハードな練習を重ねた結

果なのだろうか、サーヴのパワーが増し、ダブルフォールトが少なくなった。あれ

ほどサーヴに苦しんでいたオスタペンコが、180km/h 近いファーストサーヴを打っ

てくるのに驚いた。この試合でサーヴィスエースを 5 本も取った（大阪は 9 本）。 

 しかし、確かにサーヴの威力は増し、簡単にダブルフォールトを重ねることはな

くなったが、この試合で 6 本のダブルフォールト（大阪はゼロ）を記録している。

それでも、ちょっと前までの自信のないサーヴは克服された。もともと太りやすい

体質で、今年の初めまでは体重が 80kg を超えているのではないかと思えるほど、ず

んぐり体型だった。ところが、現在はかなり体を絞っている感じを受けた（一時期

から、選手の体重は公表されないことになった）。かなりハードなトレーニングを

こなしていることが感じられたが、それでもこの日の大坂の出来には敵わなかっ

た。 

 久しぶりにトップテンの選手を下した大坂は、ベンチに下がると涙を流し、自信

を持てたことに喜びを感じているようだった。 

 

IQ 対本能 

 2 回戦の相手はチェコのムホバである。昨年の全米オー分のベスト 4 である。手

首の手術でランキングを落としているが、なかなかの試合巧者でテニス IQ が高い選

手である。手首の状態が悪ければ勝負にならないが、手首に問題がなければかなり

の難敵である。 
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 ムホバのテニスは、ランキング 1 位で引退したバーティとよく似ている。オール

ラウンドプレーヤーで、ストロークに強く、両手バックハンドだが、片手でスライ

スを打てることもバーティと同じである。ネットプレーにも強く、俊敏な動きでネ

ットに詰める。サーヴは弱いと思っていたが、180km/h 台のスピードがあり、この

試合で 7 本のサーヴィスエース（大阪は 6 本）を記録した。ファーストサーヴの確

率も 80％で、大坂の 57％を上回っていた。こうなると、多彩なストロークを繰り出

せるムホバを相手にするのは難しい。身長は大阪を同じ 180cm だが、ムホバの方が

はるかに俊敏である。 

 大坂も左右の動きは悪くはないが、前後の動きに難がある。ムホバは前後に動く

俊敏さに優れているからネットプレーもうまい。大阪はムホバのネットプレーと、

バックハンドのスライスに苦しんだ。ネットプレーとバックハンドスライスは大坂

にない技術である。これに加え、大坂を上回るサーヴ力を発揮しては、大坂に勝ち

目はなかった。 

 それでも、第二セットで大坂はセットポイントを握るまで互角に戦った。大坂の

本能テニスとムホバのＩＱテニスが競り合った。セットポイントを迎えたところ

で、大坂はポイントを取り損ない、タイブレークでも押し切れる所を押し切れなか

った。試合を重ねていないので、勝負勘が鈍っている。大坂にとって、無念の敗退

となった。得意の全米コートで、もう少し試合を重ねたかったに違いない。 

 女子テニスのサーヴ力は格段に向上しており、もう大坂の独壇場ではない。大坂

のサーヴの調子が悪ければ、並みの選手になってしまう。サーヴ力を付けた選手

が、俊敏な動きでネットプレーを展開し、ドライブとスライスを打ち分けるストロ

ークを展開すると、大坂もそう簡単に勝てなくなる。本能的なパワーテニスから、

俊敏性を高め、ストロークの技術力を向上させない限り、ランキング上位の選手と

の戦いは厳しい。 


